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（１）

出雲大社
玉置教会例祭

　出雲大社においては最重要な祭典。明治１９年から５月１４日に斎行され
てきている。 この日に合わせて玉置教会でも斎行。 明治１９年は十津川全村
民が出雲大社教に所属した年でもある。 準備も念入りに神饌も通常の５倍。
餅撒きには崇敬者代表も加わって投げる。にぎやかなこと、  にぎやかなこと。  
本年は３日間連続で異なった祭典の斎行となりました。　
「山上のやすらぎと文化の薫のする都」は明るいですね。
　ご参列の皆様ありがとうございました。

餅まきも大賑わい

最　新
情　報

  ２６年度の 参拝者数    ４７、０６０人（２５年度比  １９、０００人増）
   崇　敬　者　数　約       ５、０００人把握（把握作業継続中）

８  月  ８  日　大日堂社大祭
９月秋分の日　出雲大社玉置教会祖霊祭

例祭
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白
山
社
例
祭

第
一
回

  

（
＊
９
月
に
は
白
山
比
咩
神
社
へ
恒
例
の
参
拝
研
修
旅
行
を

  

企
画
し
て
お
り
、  

只
今
参
加
者
募
集
中
で
す
。）

神
秘
の
神“

菊
理
媛
神„

を
祀
る

　
　

    
巨
大
乳
岩
前
で
神
事
を
斎
行

玉石社例祭第一回

　

台
風
直
撃
の
予
報
あ
り
。
例
祭
前
夜
は
社
務
所
も
す
べ
て
雨
戸
で

重
装
備
。
今
年
は
台
風
も
大
量
生
産
さ
れ
る
と
の
予
報
で
も
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
幸
い
今
回
は
お
と
な
し
く
去
っ
て
行
っ
て
く
れ
た
。

し
か
し
、
未
明
３
時
頃
に
神
社
に
向
か
う
と
強
烈
な
風
は
う
な
り
を

あ
げ
て
木
々
の
間
を
通
り
抜
け
て
い
く
。

　

常
立
杉
の
倒
壊
防
止
の
た
め
か
つ
て
取
り
付
け
た
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー

プ
は
揺
れ
今
に
も
ブ
チ
切
れ
そ
う
。
木
は
グ
シ
ャ
リ
と
今
に
も
つ
ぶ

れ
そ
う
。

　

５
月
１
３
日
１
０
時
過
ぎ
か
ら
玉
石
社
例
祭
斎
行
。
こ
の
頃
は
お

陽
様
燦
々
と
輝
く
。
大
国
主
命
の
ご
配
慮
か
な
。
神
社
主
催
で
こ
の

例
祭
を
斎
行
す
る
の
は
初
の
試
み
。
遠
方
よ
り
お
馴
染
み
の
方
々
が

こ
れ
も
初
の
試
み
の
白
山
社
例
祭
に
続
い
て
参
拝
さ
れ
て
く
だ
さ
っ

た
。
と
て
も
に
ぎ
や
か
な
祭
典
で
し
た
。
笑
い
と
歓
談
が
う
ず
巻
き

参
列
者
の
交
流
の
輪
が
と
め
ど
な
く
広
が
っ
て
い
く
よ
う
で
し
た
。

　

皆
様
、
ご
参
列
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
夜
の
台
風
も

　
大
国
主
命
の
ご
配
慮
か

　
　
お
陽
様
も
燦
々
と
輝
く

　
　
　
例
祭
で
し
た
。

　

夏
の
よ
う
な
日
差
し
だ
が
空
気
は
ひ
ん
や
り
、
連
休
最
後
の
５
月
６
日
、
白
山
社

例
祭
を
斎
行
。
第
一
回
目
。
予
想
外
に
参
列
者
も
あ
り
。
白
山
を
お
祭
り
す
る
神
社

は
全
国
に
３
０
０
０
社
ほ
ど
。

　

本
社
は
石
川
県
の
白
山
比
咩
（
し
ら
や
ま
ひ
め
）
神
社
。
ご
祭
神
は
菊
理
媛
神

（
く
く
り
ひ
め
の
か
み
）
。
日
本
書
紀
で
も
登
場
は
一
箇
所
の
み
と
い
う
神
秘
の
神

か
。
伊
邪
那
岐
命
（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）
と
伊
邪
那
美
命
（
い
ざ
な
み
の
み
こ

と
）
の
口
論
を
仲
裁
し
た
と
伝
わ
る
。
玉
置
神
社
の
白
山
社
に
は
清
水
が
湧
き
出
て

お
り
、
こ
の
清
水
を
飲
む
と
お
乳
の
出
が
と
て
も
良
く
な
る
と
か
で
、
そ
れ
を
求
め

て
の
参
拝
者
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
今
日
は
に
ぎ
や
か
で
菊
理
媛
神
も
お
喜
び
だ

っ
た
で
し
ょ
う
ね
、
き
っ
と
。
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瀧
　
實
元
法
務
大
臣
正
式
参
拝

 
 

瀧
實
元
法
務
大
臣
４
月
２
日
「
恋
し
く
て
十
津
川
」
の
作
詞

・
作
曲
者
福
西
輝
恒
さ
ん
と
正
式
参
拝
。
氏
は
自
治
省
（
当
時
）

入
省
後
、
奈
良
県
総
務
部

部
長
、
奈
良
県
副
知
事
も

歴
任
さ
れ
て
お
り
十
津
川

の
こ
と
も
熟
知
。
宮
司
は

県
職
員
の
頃
は
氏
の
部
下

の
一
人
。
忙
中
の
と
こ
ろ

お
立
寄
り
く
だ
さ
り
豊
富

な
知
識
と
当
意
即
妙
の
話

術
で
暫
し
楽
し
ま
せ
て
も

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ス
カ

ッ
と
さ
わ
や
か
で
し
た
ね
。

　

ま
た
の
ご
来
社
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

小
雨
降
り
濃
霧
一
面
の
境
内
に
た
く
さ
ん
の
参
拝
者
。

４
月
２
９
日
昭
和
祭
。
玉
置
神
社
で
は
初
め
て
。
か
つ
て

官
幣
大
社
ク
ラ
ス
に
位

置
づ
け
ら
れ
よ
う
と
さ

れ
た
こ
と
も
あ
る
と
の

こ
と
。
全
国
の
崇
敬
者

も
飛
躍
的
に
増
え
つ
つ

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
背

景
も
あ
り
本
年
か
ら
神

社
庁
本
庁
で
示
し
て
お

ら
れ
る
祭
典
は
全
て
試

み
、
精
一
杯
形
も
整
え

て
参
り
た
い
。
ご
参
列

の
皆
様
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昭　

和　

祭　

斎　

行
第一回昭和祭にご参列いただき

ありごとうございました

　

近
畿
神
社
庁
（
京
都
府
神
社
庁
・
大
阪
府
神
社
庁
・
兵

庫
県
神
社
庁
・
滋
賀
県
神
社
庁
・
和
歌
山
県
神
社
庁
・
奈

良
県
神
社
庁
）
参
事
・
事
務
局
長
会
御
一
行
様
８
名
が
４

月
３
日
正
式
参
拝
。
十
津
川
村
で
会
議
を
開
催
。

そ
し
て
、
玉
置
山
ま
で
登
っ
て
き
て
く
だ
さ
り
正
式
参
拝
。

当
日
は
靄
が
充
満
し
て
前
方
不
透
明
の
雨
中
の
山
路
を
皆

さ
ん
元
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
杯
溢
れ
さ
せ
て
勢
い
よ
く
浮

上
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
心
地
で
し
た
。
お
急
ぎ
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
よ
う
で
し
た
の
で
天
然
記
念
物
と
重
要
文
化
財

の
一
部
を
ご
案
内
。
い
さ
さ
か
心
残
り
あ
り
。

　

皆
さ
ん
遠
く
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

近
畿
神
社
庁
参
事
・
事
務
局
長
会

御
一
行
様
正
式
参
拝

霧雨の中境内を見学、神代杉の

迫力に圧倒されるご一行

五
條
警
察
署
　
文
化
財
・
神
社
施
設
等

視
察
に
来
社

　

文
化
財
を
は
じ
め
神
社
全
体
が
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
て

い
る
か
を
調
査
に
五
條
警
察
署
勝
田
義
規
警
備
課
長
、
十

津
川
警
察
庁
舎
山
口
智
広
巡
査
部
長
が
４
月
８
日
来
社
。

平
時
の
保
全
体
制
に
つ
い

て
人
的
・
物
的
の
整
備
状

況
、
緊
急
時
の
対
応
如
何
。

　

施
設
全
体
像
な
ど
現
物
、

現
場
を
チ
エ
ッ
ク
さ
れ
適

確
な
ご
質
問
多
数
あ
り
。

　

神
社
側
も
改
め
て
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
共
に

こ
れ
だ
け
状
況
を
承
知
し

て
い
た
だ
け
る
と
と
て
も

安
心
だ
な
と
そ
ん
な
心
地

す
ら
致
し
ま
し
た
。

　

ご
視
察
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

　
　
　
　

グ
ッ
ズ
の
安
全
祈
願

　

交
通
安
全
週
間
期
間
中
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
わ
た
す
た

め
の
「
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
」
の
製
作
作
業

と
安
全
祈
願
の
た
め
、
五
條
警
察
署
十
津
川
警
察
庁
舎
田

中
郁
二
所
長
及
び
こ
だ
ま
の
里
の
関
係
者
７
名
の
皆
さ
ん

が
来
社
。
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細 
川 
護 
熙 

大 

下 

図 

展

玉
置
山
文
化
サ
ロ
ン

　

細
川
護
熙
（
元
総
理
大
臣
）
氏
は
薬
師
寺
慈
恩
殿
の
障
壁

画
を
２
０
１
７
年
春
の
完
成
を
目
指
し
て
製
作
中
で
あ
る
。

こ
の
障
壁
画
の
大
下
図
展
が
開
催
さ
れ
た
。
（
２
０
１
５
．

４
．
１
９
〜
５
．
１
０
）
彩
色
を
し
た
実
寸
下
図
で
完
成
す

る
と
そ
の
襖
と
壁

一
面
の
総
数
は
６

０
枚
に
も
及
ぶ
と

い
う
。

　

「
た
だ
心
だ
け

が
存
在
す
る
」
と

感
じ
ら
れ
る
そ
の

よ
う
な
絵
が
現
実

に
な
る
の
で
す
ね
。
下
図
で
も

押
し
包
ま
れ
る
よ

う
で
し
た
が
・
・

・
・
・

学芸員の説明に
聞き入る宮司

本
願
寺
文
化
興
隆
財
団

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
振
興
会
一
周
年
記
念

　

日
本
の
こ
こ
ろ
と
文
化
を
広
く
伝
え
「
誇
り
高
き
日
本

人
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
昨
年
４
月
に
発
足
し
た
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
振
興
会
は
、
多
岐
に
わ
た
る
数
々
の
事
業
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。
事
業
発
信
の
拠
点
は
、
全
国
八
か
所
に

及
び
、
本
年
５
月
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
も
拠
点
が

置
か
れ
、
会
員
も
既
に
、
５
０
０
０
人
。
４
月
１
９
日
に
、

一
周
年
を
記
念
し
て
、
東
本
願
寺
東
山
浄
苑
に
て
「
観
桜

の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
山
折
哲
雄

先
生
の
御
講
話
を
は
じ
め
振
興
会
会
長
、
大
谷
暢
順
師
の

発
足
時
・
現
在
・
そ
し
て
前
へ
の
想
い
を
混
じ
え
て
の
御

挨
拶
、
各
方
面
か
ら
の
祝
辞
等
、
大
谷
祥
子
副
会
長
の
邦

楽
演
奏
と
文
化
が
目
前
で
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
で
展
開
。

こ
れ
か
ら
も
、
大
ブ
レ
イ
ク
し
て
い
く
な
と
感
じ
ま
し
た

ね
。
一
周
年
記
念
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

求道塾発起会以来久しぶりの拝謁に

楽しく歓談する大谷会長と宮司

東本願寺東山浄苑

　

２
年
前
に
玉
置
神
社
境
内
で
大
揮
毫
を
製
作
し
奉
納
し
て

く
だ
さ
っ
た
書
家
、
北
原
美
麗
さ
ん
が
こ
の
た
び
明
石
賞
を

受
賞
さ
れ
た
。
明
石
賞
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、
印

刷
、
出
版
業
等
に
お
い
て
フ
ォ
ン
ト
（
活
字
書
体
）
市
場
１

位
を
誇
る
著
名
な
企
業
が
開
催
す
る
世
界
規
模
の
コ
ン
テ
ス

ト
で
１
点
の
み
に
与
え
ら
れ
る
賞
で
あ
る
。
そ
の
記
念
祝
賀

会
（
５
月
１
５
日
）
に
お
誘
い
い
た
だ
い
た
。
多
く
の
分
野

か
ら
２
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
。

美
麗
さ
ん
大
ブ
レ
イ
ク
し
ま
し
た

ね
。
和
歌
山
か
ら
こ
れ
か
ら
も
こ

ん
な
上
等
な
文
化
を
強
力
発
信
し

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
賞
、
誠
に
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

書
家　

北
原
美
麗
さ
ん
明
石
賞
受
賞祝辞を述べる宮司

“連 !風の舞”を描く美麗さん
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ジ
ャ
ズ
ヴ
ォ
ー
カ
ル・ジ
ャ
ズ
ギ
タ
ー
奉
納
演
奏

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
阪
と
京
都
の
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
心
に
、
時
に
は
、
ニ
ュ
ヨ
ー
ク
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
佐
々
木
公

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
さ
ん
ヴ
ォ
ー
カ
ル
、
鷲
尾
一
夫
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ん
ギ
タ
ー
で
５
月
１
日
奉
納
演
奏
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
ぎ
や
か
に
、
祈
る
が
如
く
に
、
お

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
人
の
デ
ュ
オ
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
拝
者
の
方
々
も
集
ま
っ
て
こ
ら
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思
わ
ず
足
を
止
め
て
、
神
々
へ
の
奉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

納
演
奏
と
い
う
雰
囲
気
は
独
特
な
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
し
ょ
う
か
頭
を
下
げ
て
聴
き
入
っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
お
ら
れ
る
方
々
が
目
に
つ
き
ま
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

聖
護
院
と
玉
置
神
社
は
か
つ
て
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
。

聖
護
院
は
修
験
者
等
を
統
括
す
る
立
場
に
あ
り
、
大
峯
奥

駈
道
内
に
社
、
境
内
が
あ
る
玉
置
神
社
は
そ
の
傘
下
に
あ

っ
た
。
約
２
０
０
年
前
社
務
所
を
建
設
す
る
と
き
襖
絵
約

６
０
枚
は
聖
護
院
か
ら
派
遣
さ
れ
た
、
狩
野
派
一
門
が
当

地
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
に
多
く
の
方
々
が
拝

観
さ
れ
て
い
ま
す
。
聖
護
院
門
跡
は
交
代
さ
れ
る
毎
に
玉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

置
神
社
へ
も
参
拝
さ
れ
た
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
。
聖
護
院
門
跡
の
名
宝 ―

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

修
験
道
と
華
麗
な
る
障
壁
画 ―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、
聖

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

護
院
門
跡
の
名
宝 

―
 

門
跡
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
伏
の
歴
史 

―
 

が
京
都
文
化

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

博
物
館
で
平
成
２
７
年
３
月
２

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
～
５
月
１
０
日
の
間
同
時
開

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

催
さ
れ
た
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぷ
り
の
展
示
物
に
圧
倒
さ
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思
い
。
吉
野
大
峰
山
絵
図
（
江

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸
時
代
作
成
）
に
は
玉
置
山
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

玉
置
神
社
そ
し
て
玉
石
ま
で
描

か
れ
て
い
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
。
国
指
定
重
要
文
化

ど
の
よ
う
に
保
存
し
、
ど
の
よ
う
に
多
く
の
方
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
か
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
特
別
展
）
聖
護
院
門
跡
の
名
宝

 

ア
マ
テ
ラ
ス
　
阪
東
玉
三
郎・鼓
童

　

大
阪
松
竹
座
で
５
月
公
演
・
天
照
大
御
神
と
須
佐
之
男

命
、
天
宇
受
売
命
（
あ
め
の
う
ず
め
の
み
こ
と
）
天
の
岩

屋
戸
（
い
わ
や
ど
）
等
日
本
神
話
の
世
界
を
歌
舞
伎
女
方

の
最
高
峰
・
阪
東
玉
三
郎
と
太
鼓
芸
能
集
団　

鼓
童
が
音

と
舞
踊
で
垣
間
見
せ
る
。
衣
裳
、
差
し
込
む
光
線
、
躍
動

し
沈
黙
す
る
舞
台
。
数
年
前
南
座
で
鑑
賞
、
演
出
の
変
化

か
鑑
賞
は
乏
し
い
創
造
力
、
感
性
を
高
め
て
く
れ
た
の
か
、

心
中
衝
激
波
が
何
度
も
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
塚
歌
劇
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歌
劇
団
員
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
身
の
方
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
出
演
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
て
嬉
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
っ
た
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
。

　

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
愛
し
た
近
代
美
術
と
奈
良
の
美
～
展
示

さ
れ
る
美
術
品
等
の
製
作
等
関
係
者
の
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
に

ぞ
く
ぞ
く
し
な
が
ら
奈
良
県
立
美
術
館
へ
鑑
賞
に
。

　

狩
野
芳
崖
・
高
村
光
雲
・

横
山
大
観
・
菱
田
春
草
・
岡

倉
天
心
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
・
・

・
ぜ
い
た
く
な
展
示
に
圧
倒

さ
れ
疲
れ
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
企
画
、

奈
良
県
民
と
し
て
誇
ら
し
い
。

図
録
が
完
売
さ
れ
て
入
手
で

き
な
か
っ
た
の
は
残
念
至
極
。

（
特
別
展
）　

奈 

良 

礼 

賛　

　
　

～
岡
倉
天
心
、

　
　
　
　

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
愛
し
た

　
　
　
　
　
　

近
代
美
術
と
奈
良
の
美
～

アマテラスパンフより

關原紫光作「白蓮観音」

京
人
形
師

關
原
紫
光
さ
ん
講
演

奈
良
県
神
社
庁
吉
野
支
部

総
会
開
催

　

５
月
１
３
日
吉
野
神
宮
斎
館
に
於

い
て
開
催
。
議
題
は
整
理
し
て
再
提

案
す
べ
き
と
さ
れ
た
案
件
も
あ
り
後

日
し
か
る
べ
く
対
応
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。　

パ
ワ
フ
ル
で
明
る
く
透

明
な
支
部
・
総
代
会
で
あ
る
こ
と
念

じ
て
お
り
ま
す
ね
。

　

講
演
会
場
一
杯
に
並
べ
ら

れ
た
京
人
形
・
パ
ネ
ル
、
製

造
過
程
の
各
種
人
形
等
に
息

を
の
む
。
白
蓮
観
音
様
も
来

て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
６
月

１
１
日
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
で
講
演
。
父
上
様
は
一
世

を
風
靡
（
ふ
う
び
）
し
た
京

人
形
師
。
お
話
に
は
親
子
の

情
愛
、
生
活
と
の
戦
い
、
支

え
て
く
れ
た
周
辺
へ
の
感
謝

な
ど
熱
い
想
い
を
込
め
て
、

し
か
も
淡
々
と
語
ら
れ
た
。

魅
せ
ら
れ
ま
し
た
ね
、
飾
り

を
取
り
除
い
た
語
り
に
も
。
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シ
ャ
ク
ナ
ゲ-

花
殻
摘

神
社
日
誌
抄

毎
月
１
日
は
出
雲
大
社
玉
置
教
会

１
５
日
は
三
柱
神
社
、
２
４
日
は

玉
置
神
社
の
月
次
祭
を
と
り
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

南
北
朝
時
代
の
話
。
十
津
川
を
落
ち
ゆ
く
大
塔
宮
護
良
親
王

の
従
者
片
岡
八
郎
公
は
、
出
自
に
諸
説
あ
る
も
こ
の
時
代
に
は

玉
置
山
に
て
奉
仕
し
て
い
た
玉
置
の
荘
司
な
る
者
に
救
い
を
求

め
た
が
逆
に
親
王
に
立
ち
向
お
う
と
し
た
。
八
郎
公
は
親
王
を

守
ろ
う
と
玉
置
山
に
お
い
て
単
身
玉
置
荘
司
の
軍
勢
に
斬
り
こ

み
殉
じ
た
。
そ
の
地
を
通
り
か
か
る
人
々
は
片
岡
八
郎
公
の
忠

を
偲
び
、
花
を
手
向
け
い
つ
し
か
花
折
塚
と
呼
ば
れ
現
在
に
至

る
。
八
郎
公
は
現
・
王
寺
町
の
ご
出
身
。
毎
年
、
片
岡
八
郎
公

顕
彰
会
は
慰
霊
祭
を
花
折
塚
で
斎
行
。
玉
置
神
社
は
ご
奉
仕
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
年
は
５
月
２
９
日
斎
行
。

　

平
井
康
之
王
寺
町
長
そ
し
て
２
０
名
余
り
の
顕
彰
会
の
皆
さ

ん
崇
敬
者
が
参
列
。　

片
岡
八
郎
公
の
志

を
永
遠
（
と
わ
）

に
、
花
折
塚
の
花

よ
い
つ
ま
で
も
と
。

風
が
そ
っ
と
木
立

を
駆
け
巡
っ
て
い

ま
し
た
。

片
岡
八
郎
公
慰
霊
祭

　

来
年
も
ま
た
見
事
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
と

恒
例
の
花
殻
摘
み
が
、
十
津
川
村
観
光
協
会
（
会
長
・
田
花

敏
郎
）
の
呼
び
か
け
で
約
２
０
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
６
月

５
日
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
殿
前
で
安
全
祈
願
の
お
祓
い
後
、

作
業
開
始
。
明
る
い
声
が
境
内
に
響
き
わ
た
り
玉
置
の
神
々

も
皆
さ
ん
と
交
流
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昼
前
に
雨
が
降
り

出
し
ま
し
た
が
手
際

よ
く
進
め
ら
れ
ほ
ぼ

予
定
ど
お
り
作
業
完

了
。

　

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
木

々
も
一
面
清
々
し
い

風
情
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
参
加
の
皆
様
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

十
津
川
村
観
光
協
会

　一組のご結婚式がありま
した。幸いあれと心より祈
っています。
最近結婚式の問い合わせも
徐々に増えております。あ
りがたいことです。

結婚式

宮
司
祝
詞
奏
上

平
井
王
寺
町
長
（
左
端
）
ほ
か

顕
彰
会
の
皆
さ
ん
と
歓
談
す
る
宮
司

作業開始前に段取りの
説明をする田花会長

結婚式

３
月
２
１
日　
・
出
雲
大
社
玉
置
教
会
春
季
祖
霊
祭
を
斎
行

　
　
　
　
　
　
・
松
平
墓
所
彼
岸
慰
霊
祭
斎
行

３
月
２
２
日　
・
生
活
協
同
組
合
な
ら
コ
ー
プ
１
１
名
様
正
式
参
拝
の
た
め
来
社

　
　
　
　
　
　
・
一
ノ
瀬
英
司
様
ご
一
行
８
名
が
来
社
、板
垣
美
佐
緒
様
バ
イ
オ
リ
ン
奉
納
演
奏

　
　
　
　
　
　
・
猪
名
川
青
少
年
育
成
推
進
会
議
様 

神
恩
感
謝 

心
願
成
就
祈
願
の
た
め
来
社

３
月
３
０
日　
・
明
治
大
学
講
師 

松
崎
照
明
氏
他
４
名
様
正
式
参
拝
の
た
め
来
社

４
月　
２
日　
・
瀧　
實
元
法
務
大
臣 

福
西
氏
随
行
で
正
式
参
拝
の
た
め
来
社

４
月　
３
日　
・
近
畿
神
社
庁
参
事 

事
務
局
長
会
８
名
様
正
式
参
拝
の
た
め
来
社

４
月　
４
日　
・
獨
協
大
学
経
済
学
部
教
授 

新
井
孝
重
文
学
博
士
来
社
宮
司
対
応

４
月　
７
日　
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
医
学
者
家
族
が
来
社 

襖
絵
を
拝
観

４
月　
８
日　
・
五
條
警
察
署
警
備
課
長 

勝
田
義
規
さ
ん
、
十
津
川
警
察
庁
舎  

巡
査
部
長

　
　
　
　
　
　
　
山
口
智
広
さ
ん
文
化
財
保
護
調
査
の
た
め
来
社
、 宮
司
文
化
財
状
況
説
明

　
　
　
　
　
　
・
天
皇
皇
后
両
陛
下
パ
ラ
オ
御
渡
航
、
宮
司 

行
幸
啓
安
泰
祈
願
奏
上

　
　
　
　
　
　
・
天
皇
皇
后
両
陛
下
パ
ラ
オ
御
渡
航
、
宮
司 

還
幸
啓
奉
告
祝
詞
奏
上

４
月
１
２
日　
・
五
條
署
十
津
川
庁
舎
捜
査
係
長 

増
田
さ
ん
、
地
域
課
巡
査 

西
室
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
文
化
財 

警
備
打
ち
合
わ
せ
等
の
た
め
来
社 

　
　
　
　
　
　
・
新
倉
和
子
さ
ん
ご
一
行
５
名
様
が
来
社

４
月
１
８
日　
・
熊
野
修
験
那
智
山
青
岸
渡
寺
よ
り
修
験
者
８
５
名
様
参
拝

　
　
　
　
　
　
・
映
画
「
熊
野
か
ら
」
の
主
役
海
部
剛
史
さ
ん
と
監
督
ス
タ
ッ
フ
が
来
社

４
月
１
９
日　
・
八
大
龍
王
、
嶋
田
貞
子
様
ほ
か
３
０
名
様
が
参
拝

　
　
　
　
　
　
・
朝
日
旅
行
団
体
１
３
名
様
参
拝
襖
絵
拝
観

　
　
　
　
　
　
・
今
西
き
さ
え
ご
一
行
６
名
様
参
拝

４
月
２
９
日　
・
昭
和
祭
斎
行

５
月　
１
日　
・
佐
々
木
公
子
、
鷲
尾
一
夫
ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
ル 

ジ
ャ
ズ
ギ
タ
ー
奉
納
演
奏

　
　
　
　
　
　
・
県
文
化
財
保
存
課
等
石
垣
崩
落
現
地
調
査
の
た
め
来
社

５
月　
６
日　
・
第
一
回
白
山
社
例
祭
斎
行

５
月　
７
日　
・
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
の
安
全
祈
願
の
た
め
十
津
川
警
察
庁

　
　
　
　
　
　
　
舎
田
中
所
長
他
５
名
様
が
来
社

５
月
１
４
日　
・
出
雲
大
社
玉
置
教
会
例
祭
に
林
真
理
子
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奉
仕

５
月
１
５
日　
・
北
原
美
麗
さ
ん
明
石
賞
を
受
賞
、
和
歌
山
市
内
の
ホ
テ
ル
で
授
与
式
、

　
　
　
　
　
　
　
宮
司
出
席
祝
辞

５
月
２
２
日　
・
十
津
川
村
立
第
一
小
学
校
３
年
生
８
名
様
が
境
内
や
襖
絵
を
見
学

５
月
２
３
日　
・
宮
司
、
奈
良
県
神
社
庁
吉
野
支
部
総
会
に
出
席

５
月
２
４
日　
・
奈
良
県
留
学
生
室
の
福
田
室
長
引
率
で
県
内
留
学
生
２
２
名
様
研
修
参
拝

　
　
　
　
　
　
　
本
社
月
次
祭
に
も
参
列
体
験

５
月
２
７
日　
・
奈
良
県
五
條
警
察
署
署
長 

卜
部
浩
則
警
視
、
交
通
課
長 

鍵
谷
和
宏
警
部

　
　
　
　
　
　
　
十
津
川
警
察
庁
舎
所
長 

田
中
郁
二
警
部
、
文
化
財
油
ま
き
事
件
で
巡
回

　
　
　
　
　
　
　
の
た
め
来
社

５
月
２
９
日　
・
片
岡
八
郎
公
慰
霊
祭
斎
行
、
平
井
康
之
王
寺
町
長
他
、
顕
彰
会
、
崇
敬
者

　
　
　
　
　
　
　
等
の
皆
さ
ん
３
２
名
様
が
参
列

６
月　
５
日　
・
十
津
川
村
観
光
協
会
の
呼
び
か
け
で
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
殻
摘
み
作
業

６
月　
８
日    

・
國
學
院
大
学
神
道
文
化
学
部 

星
野
光
樹
先
生
他
３
名
様
参
拝

６
月
１
０
日　
・
北
垣
聰
一
郎
博
士 

石
垣
崩
落
現
場
の
現
地
調
査
の
た
め
来
社

６
月
１
１
日　
・
京
人
形
師 

關
原
紫
光
さ
ん
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
講
演
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